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犯罪の起きにくい安全
安心まちづくり推進事
業

行政、警察、学校、事業者、ボ
ランティア、地域住民等が連携・
協働して、犯罪の起きにくい安全
安心なまちづくりを推進すること
により、県民が安全で安心して暮
らせる地域社会の実現を目指す。
・防犯に関する広報・啓発
・地域防犯リーダーの育成
・地域安全マップ作製指導者の育
成
・安全なまちづくり推進モデル事
業
・事業推進体制の整備

○平成21年度の取組みの実績、成果
・平成21年の刑法犯認知件数は、17,015件（対前年比2.4％減）
と6年連続で減少した。
・自主防犯活動団体が、平成21年末で622団体、約48,500人と、
地域における防犯活動が着実に浸透している。

交通・くらし安全課

○事業実施上の課題、今後の改善の方向性
・自主防犯活動団体は設立後日が浅く、組織的な基盤も弱いことか
ら、警察や市町村とも連携しながら、パトロール資機材の支援、地
域の犯罪実態や活動のノウハウ、先駆的な活動事例に関する情報提
供等により自主防犯活動の活性化を図る。

振り込め詐欺防止のた
めの総合対策事業

自治体、金融機関等の関係機
関、団体との連携による被害防止
キャンペーンなどの機会に、振り
込め詐欺被害抑止のチラシを配布
し、被害防止の意識啓発を図る。

○平成21年度の取組みの実績、成果

－

県警
生活安全企画課

○事業実施上の課題、今後の改善の方向性
・本県では減少傾向にあるものの、いまだ首都圏では、オレオレ詐
欺被害が頻発しており、被害に遭いやすい高齢者層の自主防犯意識
の更なる向上が必要

交番・駐在所の機能強
化

自主防犯活動サポート
事業

安全で安心なまちづく
り事業

○平成21年度の取組みの実績、成果
・繁華街等における犯罪抑止活動や通学路等における子どもの見守
り活動等により、活動地区を管轄する6警察署管内の刑法犯認知総件
数が減少（前年比）

セーフティパトロール
活動委託事業

緊急雇用創出基金事業の一環と
してセーフティーパトロール活動
を警備会社に委託するもので、繁
華街等における自転車盗、オート
バイ盗、車上ねらい等の犯罪抑止
活動、子どもの安全確保のための
見守り活動等を実施する。県警

生活安全企画課

○平成21年度の取組みの実績、成果

－

交通・くらし安全課

○事業実施上の課題、今後の改善の方向性
使い勝手の良い実務的な「防犯パトロール手帳」を作成・交付

し、活用してもらうことにより、活動参加者の士気とパトロールの
質の向上を図る。

高齢者を中心に活動している自
主防犯活動団体に対して、パト
ロールのノウハウなどをまとめた
「防犯パトロール手帳」を交付す
ることにより、活動の更なる活性
化を図り、安全で安心して暮らせ
る地域社会の実現を目指す。
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防犯ボランティアに対し、統一
ユニフォーム、活動用帽子等を配
布し、効果的なパトロール活動を
支援する。

また、犯罪マップ、ゆっぴー安
心メールによる効果的な情報発信
を行い、県民の防犯意識の向上を
図る。

県下における高齢者等の交通事
故及び振り込め詐欺等の犯罪被害
を抑止するため、防犯・交通安全
教育広報啓発活動に従事する「安
全・あんしんサポーター」を雇用
し、高齢者等世帯戸別訪問活動な
どを実施することにより、高齢者
の防犯・交通安全意識を高揚させ
「長寿安心くまもと」の実現を図
る。

県警
生活安全企画課
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県警
生活安全企画課・
交通企画課

安全・あんしんサポー
ト事業
（高齢者を対象とした
防犯・交通安全教育広
報啓発事業）

事業の成果、実施上の課題、改善の方向性等

○平成21年度の取組みの実績、成果
・交番相談員を76人に増員（4人増員）するとともに、地域連携推
進事業（平成20年度「地域連携モデル事業」）を4校区から8校区
に拡大
・相談員の増員により、空き交番問題が解消され、警察官のパト
ロール等街頭活動が一層強化1

県警
地域課

予算･決算
(千円)

上：H21予算
中：H21決算
下：H22予算

事 業 の 概 要
事 業 名

担 当 課
番号

安全で安心して県民が生活でき
る平穏な社会づくりを目指し、交
番相談員の増員等により、「空き
交番」の問題を解消し、警察官に
よる街頭活動の強化を図る。

○事業実施上の課題、今後の改善の方向性
・警察官のパトロール等街頭活動を更に強化するためには、今後も
相談員の増員が必要

○平成21年度の取組みの実績、成果
・防犯ボランティアに対する物品支援～統一ユニフォーム、帽子、
腕章を1,500点配布するなど、ボランティア活動員の自主防犯意識
を向上
・タイムリーな情報発信活動の推進～ゆっぴー安心メール（132
回）、犯罪マップシステム（41，506アクセス）による犯罪情報及
び防犯情報の提供

○事業実施上の課題、今後の改善の方向性
・各防犯ボランティア団体の自主的活動の更なる推進と、若年層の
防犯ボランティア活動加入促進が必要

○平成21年度の取組みの実績、成果
・高齢者等世帯53,907世帯に対する訪問啓発活動、金融機関ＡＴ
Ｍ機付近における874回の現場指導活動の実施等により、振り込め
詐欺の被害が大幅に減少（前年比：認知件数△151件、被害総額△
約1億2，200万円）

○事業実施上の課題、今後の改善の方向性
・高齢者と直接面接して訴える訪問活動による効果は大きいため、
今後も継続した活動が必要
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○事業実施上の課題、今後の改善の方向性
・更に犯罪抑止効果を向上させるため、活動地区、活動時間帯、活
動内容等の見直しが必要

分野 長寿安心くまもと
戦略 安全安心で住みやすい社会

重点的に取り組む施策 犯罪抑止総合対策
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